
学校名  中種子町立岩岡小学校  

項    目 活動内容等 

１ 推薦機関が受賞候補  

校等を推薦する理由 

  

 

 

 

 

 

 

２ 受賞候補校等の活動  

状況等 

⑴ 活動の動機・頻度 

 

① 活動を始めた動機

及び開始年月 

 

 

 

 

② 活動の愛称名が 

あれば記入して下

さい。 

 

 

 

③ 月 間 又 は 年 間    

活動回数 

 

④ 活動のエリア 

 

 

⑤ 活動１回当たりの 

     平均参加者数 

 

⑥ 活動１回当たりの 

     平均時間 

 

中種子町は，種子島の中央に位置しており豊かな

自然に恵まれている。町の西側にある長浜海岸は約

12km に渡って砂浜が続き，ウミガメの上陸地として

知られている。長浜海岸南端に近い岩岡小学校で

は，長年に渡って「ウミガメ学習」に取り組んでお

り，身近な海岸で生まれるウミガメの孵化活動をと

おして生命尊重を学んできた。近年では，ウミガメ

が安心して産卵できる環境づくりの一環として海岸

に漂着した容器等の回収に取り組んでいる。 

 長年に渡ってウミガメの生態を調べ，産み落とさ

れた卵を回収して孵化させる保護活動に取り組んで

きた。 

 令和３年４月に環境教育の観点から活動を見直

し，ウミガメが産卵しやすい条件を整えるために，

食品容器回収活動を始めた。 

 さらに，令和４年４月からは，専門機関から講師

を招いて助言を受けながら，地域との協働活動も始

め，現在に至る。 

総合学習「ウミガメ学習」 

活動名「ＳＤＧｓデー」 

 ウミガメが上陸・産卵・孵化するふるさとの海岸

である長浜海岸を清掃する活動である。 

年間 11回（毎月１回） 

長浜海岸の屋久津地区 

全児童・全職員及び地域住民 25～30人 

約１時間 

                                           



項    目 活動内容等 

⑦ 収集ごみの処分 

 

 

 

(2) 活動の独創性 

  活動の特徴 

 

 

 

 

 

(3) 地域への貢献度 

① 地域の環境美化 

への貢献 

 

 

 

 

 

② 地域住民との協力  

  活動 

③ 児童・生徒の活動

に対する地域住民

の反応 

 

 

 

(4) 環境教育との関連  

① 環境教育と活動と  

  の結びつき 

 

・海岸での収集 

・海岸で余分な砂を落として，町が提供した回収用

袋に仕分ける。 

・町による回収・処分 

「ウミガメ学習」を通して，海岸に漂着したごみが

子ガメにとって命に関わる障害となることを学び，

自分たちの散乱防止活動が，環境を守っていること

を実感させることができる。 

 この活動に参加希望する児童を１年間受け入れる

「うみがめ留学制度」があり，全国から来た留学生

と共に学んでいる。 

 海岸のごみの量は膨大であり，児童による収集だ

けでは十分に環境改善することはできない。長浜海

岸に来たサーファーや観光客に向け児童が制作した

環境保全を訴える手作りの看板が環境保全を啓発し

ている。 

 また，当校の活動が町内他校にも波及しつつあ

り，他校との交流学習や合同学習も積極的に取り入

れている。 

 年１回程度，地域学校協働活動の取組の一つとし

て，地域と合同で海岸清掃を行っている。 

 児童の活動の様子を聞いたり，児童作文を読んだ

りした保護者や地域十美運の環境問題への意識が高

まりつつあるので，より多くの方々に取組を伝えて

いくために，児童が「ＳＤＧｓデー」や「ウミガメ

学習」活動のリーフレット等により発信している。 

 「身の回りの環境に関心を持ち，環境を大切にす

るために行動できる子供の育成をめざす」ことが当

校の環境教育の一環である。 

 児童は，活動の様子を日記や作文にまとめて振り

返っている。例年環境についての発表活動も取り入

れている。 

                                         

 

 

 

 

 

 

 



項    目 活動内容等 

② 活動開始後の児

童・生徒の美化 

意識の変化 

 

 

 

 

 

③ 当該活動以外の環  

  境教育実践活動 

 

 

(5) 当該活動で他の表

彰を受けたことがあ

りますか 

（受賞年月日と表彰 

機関名） 

(6) 校内外活動のため

の時間の作り方 

 

 

 

３ その他特記事項 

 

 

 活動により，児童が長浜海岸のごみの多さや環境

の悪さを実感することができた。 

 作文や日記の内容に，人工物のごみが多いことや

ごみがどの国や地域から漂着しているのか等，より

具体的で実感の伴う文章や記述が増えている。ごみ

と海流の関係を調べ，どこから来たごみであるかレ

ポートを書いた児童もいた。全児童が砂浜の環境保

全のための清掃活動の必要性を実感している。 

・社会福祉協議会ボランティア活動の推進 

・牛乳パックリサイクル活動 

令和５年５月１４日『令和５年度みどりの月間（第

７７回愛鳥週間）「全国野鳥保護のつどい」野生生

物保護功労者環境省自然環境局長賞』 

・教育課程編成時に検討し，年間計画の中で時数と

日程を確保している。 

・授業時数として，生活科（１・２年）と総合的な

学習（３～６年）で算定している。 

 かごしま水族館の柏木専門員を講師として招き，

児童向け，職員向けの研修会を開催した。最新の研

究成果に基づき，活動を推進することができた。 

               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（散乱防止活動用） 

 

参考資料 

 

学校名  中種子町立岩岡小学校   

説明等 写真 

アカウミガメ上陸跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカウミガメ産卵の様子の観察学

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsデーの取組（海岸清掃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



SDGsデーの取組（海岸清掃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsデーの取組（海岸清掃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が標語やポスターの看板を立

て,環境保護の啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 かごしま水族館の柏木学芸員を招

いてウミガメの生態や環境との関わ

りについて研修会を開催 

 

 

 

 

 

 

 


